
MARCH 2025 市政 20

わが
を
語
る

市
小
千
谷
市
に
つ
い
て

　

小
千
谷
市
は
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
日
本
一
の
大
河
・
信
濃
川

が
市
域
を
東
西
に
二
分
す
る
河
岸
段
丘

の
ま
ち
で
す
。
市
内
に
あ
る
山
本
山
か

ら
見
え
る
雲
海
や
蛇
行
す
る
信
濃
川
の

す
ば
ら
し
い
眺
望
と
四
季
折
々
の
自
然

豊
か
な
市
で
す
。

　

令
和
6
年
に
市
制
施
行
70
周
年
、
そ

し
て
、
本
市
に
未

曽
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
中
越
大

震
災
か
ら
20
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
9

月
に
は
、
念
願
で

あ
っ
た
図
書
館
等

複
合
施
設「
ひ
と
・

ま
ち
・
文
化
共
創

拠
点
ホ
ン
ト
カ
。」

を
中
心
市
街
地
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ン
ト
カ
。
の
向
か

い
側
に
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

を
備
え
た「
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
お
ぢ
や
」が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
施

設
を
拠
点
と
し
て
、
空
き
店
舗
を
活
用

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
な

ど
を
進
め
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

重
点
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム 

「
チ
ー
ム
Ｏ
・
Ｊ
・
Ｙ
」結
成

　

令
和
５
年
５
月
に
、
本
市
が
抱
え
る

人
口
減
少
や
産
業
の
活
性
化
、
ま
ち
の

魅
力
再
生
な
ど
重
要
課
題
に
対
し
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
た
め
、

「
小
千
谷
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
組
織

横
断
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
Ｏ
・Ｊ
・
Ｙ
」を
結
成
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
研
究
と
実
践
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

❶�

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
と
女
性
活
躍

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む「
チ
ー
ム
Ｏ
」。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す
学
生
に

小
千
谷
産
品
を
送
っ
て
応
援
す
る

「
お
ぢ
や
つ
つ
み W

IT
H

 W
ISH

.

」

や
、
女
性
活
躍
推
進
を
テ
ー
マ
に
し

た「
異
業
種
交
流
会
」
な
ど
を
実
施

し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❷�

国
魚
錦
鯉
を
切
り
口
に
し
た
地
場
産

業
の
振
興
に
取
り
組
む「
チ
ー
ム
Ｊ
」。

ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
in

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
へ
の
出
展
や
、

「
佐
渡
島
の
金
山
」
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
決
定
を
祝
し
た
錦
鯉
の
寄
贈

な
ど
、
錦
鯉
を
切
り
口
に
し
た
観
光

振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

❸�
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
山
本
山
の

魅
力
再
生
に
取
り
組
む「
チ
ー
ム
Ｙ
」。

放
課
後
の
中
高
生
の
居
場
所
を
開
設

し
た
ほ
か
、山
本
山
山
頂
約
２・５
ha

に
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
ひ

ま
わ
り
を
咲
か
せ
た「
天
空
の
ひ

ま
わ
り
畑
」イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

起
業
家
育
成
支
援
事
業

「B
A

LLO
O

N

（
バ
ル
ー
ン
）」

ス
タ
ー
ト
！

　

ホ
ン
ト
カ
。
向
か
い
の
テ
レ
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
ぢ
や
を
拠
点
に
、
市

内
で
起
業
し
た
い
方
を
創
業
前
か
ら

伴
走
支
援
す
る
起
業
家
育
成
支
援
事

業「BA
LLO

O
N

」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
本
年
１
月
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
を
初
開
催
し
、
８
名
の
方
か

ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
採
択
さ
れ

た
方
に
は
起
業
な
ど
に
必
要
な
費
用

を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
経
験
豊
富
な

メ
ン
タ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
一
緒
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

BA
LLO

O
N

で
す
が
、
本
気
で
挑
戦
す

る
方
を
応
援
し
、「
誰
も
が
挑
戦
で
き

る
ま
ち
」を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市
民
総
参
加
の
未
来
づ
く
り

小お

ぢ

や

千
谷
市（
新
潟
県
）�

 

小
千
谷
市
長
　
宮み

や
ざ
き崎

悦え

つ

お男

1

図書館等複合施設「ひと・まち・文化共創拠点ホントカ。」
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ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
み
ん
な
の
一
歩
で
、
未
来 

づ
く
り
大
作
戦
」本
格
始
動
！

　

市
長
就
任
当
初
よ
り「
市
民
総
参

加
」を
掲
げ
て
市
政
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
市
制
施
行
70
周
年
、
中
越
大

震
災
か
ら
20
年
の
節
目
の
年
を「Re : 

ST
A

RT

」と
捉
え
、10
年
後
、20
年
後
、

さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
を
見
据
え
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
み

ん
な
の
一
歩
で
、
未
来
づ
く
り
大
作
戦
」

を
始
動
し
ま
し
た
。
山
本
山
に
咲
き

誇
っ
た「
天
空
の
ひ
ま
わ
り
畑
」、
能
登

半
島
地
震
の
復
興
を
応
援
す
る「
オ
ヂ

ヤ
ホ
タ
ル
」の
希
望
の
明
か
り
な
ど
、市

民
と
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ
、
小
千

谷
は
未
来
に
向
か
っ
て
変
わ
り
始
め
て

い
ま
す
。「
未
来
を
創
る
た
め
に
今
を
変

え
る
」
た
め
、
市
民
が
主
役
と
な
っ
て

取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が「
み
ん
な

の
一
歩
で
、
未
来
づ
く
り
大
作
戦
」で

す
。
最
初
の
作
戦
は
二
つ
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
目
は「『
小
千
谷
に
帰
っ
て
お
い
で

よ
！
』声
か
け
作
戦
２
０
２
５
」。
市
外

や
県
外
で
暮
ら
す
お
子
さ
ん
な
ど
に
、

学
校
卒
業
や
結
婚
な
ど
、
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
い
い
。「
い
つ
か
小
千
谷
に

帰
っ
て
お
い
で
よ
」と
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
作
戦
で

す
。
帰
っ
て
く
る
方
に
は
移
住
支
援
金

や
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
補
助
、
奨
学
金
返

還
支
援
な
ど
手
厚
い
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
政

策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は

「『
子
育
て
す
る
な
ら
ダ
ン
ゼ
ン
小
千

谷
！
』声
か
け
作
戦
２
０
２
５
」。
市
外

で
子
育
て
を
さ
れ
て
い

る
パ
パ
や
マ
マ
に「
小

千
谷
に
来
て
子
育
て
を

し
ま
せ
ん
か
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
く
作
戦

で
す
。
日
本
一
の
子
育

て
応
援
の
ま
ち
を
目
指

し
た
、
妊
産
婦
医
療
費

や
子
ど
も
医
療
費
の
無

償
化
、
ワ
ン
コ
イ
ン
で

利
用
で
き
る
病
児
病
後

児
保
育
室
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
へ
応
援
ギ
フ
ト
を
送
る「
お

ぢ
や
つ
つ
み
～Sm

ile&
Fam

ily

～
」

な
ど
で
保
護
者
と
お
子
さ
ん
に
寄
り
添

い
、
伴
走
型
支
援
で
全
力
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
市
民
か
ら
募
集
し
た「
未
来
づ

く
り
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」を
中
心
に
、一
緒

に
声
か
け
作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人

の
一
歩
で
、
市
民
と
と
も
に
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

天空のひまわり畑

オヂヤホタル

みんなの一歩で、未来づくり大作戦　ロゴマーク

小千谷市長
宮崎悦男

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新潟市

小千谷市

◆ 

面
積　
　

１
５
５
・
19
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
２
５
９
３
人

◆ 

世
帯
数　
１
万
３
０
１
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
～
ひ
と
・
技
・
自
然
～

暮
ら
し
て
実
感　

地
域
の
宝
が
輝
く
ま
ち　

お
ぢ
や

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
新
潟
県
の
中
央
に
位
置
し
、

大
河
信
濃
川
が
市
を
東
西
に
二
分
す
る
河
岸

段
丘
の
多
い
自
然
豊
か
な
都
市

〔
特
産
品
〕
小
千
谷
縮
、
へ
ぎ
そ
ば
、
魚
沼

産
こ
し
ひ
か
り
、
泳
ぐ
宝
石
錦
鯉
、
地
酒
、

米
菓

〔
観
光
〕
山
本
山
、
ひ
と
・
ま
ち
・
文
化
共

創
拠
点
ホ
ン
ト
カ
。、
総
合
産
業
会
館
サ
ン

プ
ラ
ザ
、
錦
鯉
の
里

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
か
ら
く
り
万
灯
の
お
ぢ
や
ま

つ
り
、
熱
気
球
の
お
ぢ
や
風
船
一
揆
、
国
指

定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
牛
の
角
突

き
、
世
界
一
の
四
尺
玉
花
火
の
片
貝
ま
つ
り
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わが
を
語
る

市
　

栃
木
市
は
、
栃
木
県
の
南
部
に
位
置

し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
あ

る
渡
良
瀬
遊
水
地
を
は
さ
ん
で
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
の
４
県
が
接
す
る

地
域
で
す
。
東
京
か
ら
鉄
道
で
も
高
速

道
路
で
も
約
１
時
間
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
市
内
を
東
北
自
動
車
道
と
北
関

東
自
動
車
道
が
交
差
し
、
栃
木
Ｉ
Ｃ
・

佐
野
藤
岡
Ｉ
Ｃ
・
都
賀
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
都

賀
西
方
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の

四
つ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、

首
都
圏
を
は
じ
め

と
し
て
主
要
都
市

へ
の
ア
ク
セ
ス
に

優
れ
て
い
ま
す
。

　

地
勢
と
し
て

は
、
中
央
に
太
平

山
県
立
自
然
公
園

が
あ
り
、
南
西
に

三
毳
山
や
岩
船
山

が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
は
、
渡
良
瀬
川
、

思
川
、
巴
波
川
、
永
野
川
、
三
杉
川
な

ど
の
多
く
の
河
川
が
流
れ
て
お
り
、
全

て
の
河
川
は
渡
良
瀬
遊
水
地
に
至
り
ま

す
。
北
東
部
か
ら
南
東
部
に
か
け
て

は
、
関
東
平
野
に
連
な
る
平
た
ん
地
が

広
が
り
、
県
内
有
数
の
農
業
地
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち

　

江
戸
時
代
後
期
、
利
根
川
水
系
の
巴

波
川
を
利
用
し
た
江
戸
と
の
舟
運
に
よ

る
物
資
の
集
積
地
と
し
て
、
ま
た
例
幣

使
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
、
そ

の
面
影
が
市
中
心
部
の
蔵
の
街
並
み
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
栃
木
県
内
唯
一
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区「
栃

木
市
嘉
右
衛
門
町
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」に
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら

近
代
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
、
見
世
蔵

や
土
蔵
な
ど
の
伝
統
的
建
造
物
が
残

り
、
街
道
沿
い
に
発
展
し
た
在
郷
町
の

歴
史
的
風
致
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
６
年
６
月
15
日
に
栃
木

県
、
宇
都
宮
県
が
合
併
し
て
最
初
の
県

庁
が
栃
木
町（
現
栃
木
市
）に
置
か
れ
、

明
治
17
年
に
県
庁
が
宇
都
宮
へ
移
転
す

る
ま
で
の
11
年
間
、
本
市
が
県
庁
所
在

地
で
し
た
。

　

当
時
の
県
庁
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ

た
堀
は
、
現
在
も
県
庁
堀
と
し
て
当
時

を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。
堀
の
内
側
に

は
大
正
10
年
に
建
て
ら
れ
た
市
の
有
形

文
化
財
で
あ
る
栃
木
町
役
場
を
改
修
し

た
栃
木
市
立
文
学
館
や
栃
木
市
立
美
術

館
が
令
和
４
年
に
開
館
し
、
多
く
の
市

民
や
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
と
の
交
流
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
文
化
が
伝
わ
る
中
で
、
江
戸
時
代

の
浮
世
絵
師 

喜
多
川
歌
麿
も
こ
の
地

に
滞
在
し
、
最
高
傑
作
と
評
さ
れ
る

「
深
川
の
雪
」「
品
川
の
月
」「
吉
原
の
花
」

の
三
部
作
を
描
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

豊
か
な
自
然
、な
つ
か
し
い
街
並
み
と
、

次
世
代
に
向
け
た
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
産
業
の
誘
致

栃と

ち

ぎ木
市（
栃
木
県
）�

 

栃
木
市
長
　
大お

お
か
わ川

秀ひ

で

こ子

2

「日本一大きなハート」�渡良瀬遊水地の谷中湖

栃木町役場を改修した栃木市立文学館

優れた交通環境の栃木インター産業団地
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す
。
ま
た
、
本
市
出
身
の
橋
本
邦
助
、

清
水
登
之
、
田
中
一
村
な
ど
、
優
れ
た

多
く
の
芸
術
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
た 

移
住
・
定
住
の
促
進

　

本
市
は
高
齢
者
世
帯
の
持
ち
家
率
が

非
常
に
高
い
た
め
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
空
き
家
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
25
年
度
に
空
き

家
バ
ン
ク
の
運
用
を
始
め
、
令
和
３
年

度
か
ら
は
農
地
付
き
空
き
家
も
取
り
扱

い
を
開
始
し
、
合
わ
せ
て
常
時
１
０
０

件
以
上
の
物
件
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
12
月
末
現
在
の
成
約
件
数

は
６
５
９
件
あ
り
、そ
の
う
ち
２
９
８

件
は
市
外
の
方
で
す
の
で
、
空
き
家
の

有
効
活
用
、
移
住
定
住
の
促
進
に
成
果

を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
付
き
空
き
家
は
問
い
合
わ
せ
も

多
く
、
登
録
後
早
い
段
階
で
成
約
に
至

る
な
ど
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
農
地
付

き
空
き
家
の
登
録
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
空
き
家
の
発

生
抑
制
と
定
住
促
進
に
さ
ら
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

　

本
市
の
産
業
に
お
い
て
は
製
造
業
を

中
心
と
す
る
第
２
次
産
業
が
非
常
に
盛

ん
な
地
域
で
あ
り
、
若
い
世
代
の
雇
用

の
創
出
な
ら
び
に
地
域
経
済
の
発
展
の

た
め
、
産
業
団
地
の
整
備
お
よ
び
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
理
的
優
位
性
を
生
か

し
物
流
、
製
造
業
の
た
め
の
産
業
団
地

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
6
月
に
政
府
が
発
表
し
た「
半

導
体
・
デ
ジ
タ
ル
産
業
戦
略
」を
う
け
、

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
産
業
分
野
の
企
業

も
誘
致
で
き
る
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
産

業
団
地
に
つ
い
て
、
国
、
県
の
協
力
を

得
な
が
ら
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
私
自
ら

企
業
誘
致
に
お
け
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
う
と
と
も
に
、「
栃
木
市
東
京
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」を
開
設
し
、
多

く
の
企
業
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
6
年
９
月
に
分
譲

を
行
っ
た
栃
木
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
に

は
、
国
内
大
手
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事

業
者
で
あ
る「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ
ル

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
」が
立
地

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
栃
木
市
の
持
つ
魅

力
の
さ
ら
な
る
ア
ピ
ー
ル
、
自
主
財
源

の
確
保
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、
関
連
企
業
の
進
出
な
ど
の
経
済
発

展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
古
い
街
並
み
や
豊
か
な
自

然
と
文
化
を
守
り
生
か
す
と
と
も
に
、

最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
産
業
に
関
す
る
企

業
誘
致
を
進
め
、
魅
力
的
で
住
み
よ
い

栃
木
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

高い人気の農地付き空き家

栃木市長
大川秀子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

宇都宮市
栃木市

◆ 

面
積　
　

３
３
１
・
50
㎢

◆ 

人
口　
　

15
万
３
０
８
８
人

◆ 

世
帯
数　
６
万
７
８
１
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
豊
か
な
自
然
と
共
生
し　

優
し
さ
と
強
さ
が
調
和
し
た　

活
力
あ
ふ
れ

る
栃
木
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
歴
史
と
文
化
、
豊
か
な
自

然
と
便
利
な
住
環
境
が
調
和
し
て
お
り
「
住

み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
22
年
３
月
29
日
、
栃

木
市
・
大
平
町
・
藤
岡
町
・
都
賀
町
の
１
市

３
町
が
合
併
、
平
成
23
年
10
月
１
日
、
西
方

町
と
合
併
、
平
成
26
年
４
月
５
日
、
岩
舟
町

が
合
併

〔
特
産
品
〕
米
、
ビ
ー
ル
麦
、
イ
チ
ゴ
、
ブ

ド
ウ
、
じ
ゃ
が
い
も
入
り
焼
き
そ
ば
、
肉
牛
、

酒
類
、
家
電

〔
観
光
〕
蔵
の
街
並
み
、
栃
木
市
嘉
右
衛
門

町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
太
平
山
県

立
自
然
公
園
、
み
か
も
山
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
太
平
山
桜
ま
つ
り
、な
つ
こ
い
、

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
、
ど
田
舎
に
し
か
た
祭
り
、

渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
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わが
を
語
る

市
先
人
が
育
ん
だ
歴
史
と
文
化　

脈
々
と
受
け
継
が
れ
る 

地
場
産
業

　

夕
焼
け
小
焼
け
の
あ
か
と
ん
ぼ　

童

謡「
赤
と
ん
ぼ
」の
作
詞
者
・
三
木
露
風

の
生
誕
地
で
あ
る
た
つ
の
市
は「
播
磨

の
小
京
都
」と
称
さ
れ
、国
指
定
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
や
新
宮
宮

内
遺
跡
、
日
本
遺
産

（
荒
波
を
越
え
た
男

た
ち
の
夢
が
紡
い
だ

異
空
間
～
北
前
船
寄

港
地
・
船
主
集
落
～
）

の
構
成
文
化
財
で
あ

る
室
津
の
町
並
み
な

ど
、
歴
史
的
な
趣
と

文
化
的
な
魅
力
を
併

せ
持
つ
都
市
で
す
。

市
域
を
貫
く
一
級
河

川
の
清
流
・
揖
保
川

の
恵
み
に
よ
り
古
く
か
ら
地
場
産
業
が

発
展
、
色
を
付
け
ず
に
素
材
を
生
か
す

「
淡
口
醤
油
」、
全
国
で
愛
さ
れ
る
夏
の

風
物
詩「
手
延
素
麺　

揖
保
乃
糸
」、
使

え
ば
使
う
ほ
ど
馴
染
む「
成
牛
革
」の

生
産
量
は
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

快
適
を
実
感
で
き
る
都
市

　

平
成
17
年
10
月
の
合
併
時
か
ら
人
口

は
12
％
減
少
し
、高
齢
化
率
は
32
％（
令

和
６
年
３
月
末
時
点
）ま
で
上
昇
し
て

い
る
本
市
で
は
、
前
述
の
揖
保
川
に

沿
っ
て
市
域
を
南
北
に
つ
な
ぐ
幹
線
交

通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運

行
、
加
え
て
鉄
道
駅
や
バ
ス
停
な
ど
の

交
通
結
節
点
ま
で
の
支
線
交
通
と
し
て

住
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
、

高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
を
含
め
た
市

民
誰
も
が
、通
勤
・
通
学
・
通
院
・
買
い
物

な
ど
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自
由
に

移
動
で
き
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、人
口
減
少・少
子
高
齢
化
社
会

で
あ
っ
て
も
持
続
可
能
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
や
各
種
団
体
と
協
働
し
な
が
ら
、
中

心
市
街
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
姫
新
線
本
竜
野

駅
周
辺
整
備
や
山
陽
自
動
車
道
龍
野
Ｉ

Ｃ
周
辺
に
お
け
る
区
画
整
理
な
ど
、
新

た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
直
結
す
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
に
開
設
し
た
書
か

な
い
窓
口
や
、
自
宅
や
職
場
か
ら
容
易

に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
電
子
申
請
の
拡
充

な
ど
、
た
つ
の
市
版
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

を
加
速
し
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
実

現
や
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
手
厚
い
子
育
て
支

援
策
な
ど
、市
民
一
人
一
人
が
多
様
な
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
、「
み
ん
な
で
創
る
快
適
実

感
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
快
適
実
感
都
市
」た
つ
の　

～
市
民
が
主
役
の
市
政
運
営
と
子
育
て
応
援
～

た
つ
の
市（
兵
庫
県
）�

 

た
つ
の
市
長
　
山や

ま
も
と本

　
実み

の
る

3

幹線交通のコミュニティバス

日本遺産構成文化財の室津

桜満開の龍野城
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給
食
・
医
療
費
無
償
、 

ま
ご
こ
ろ
便
… 

「
子
育
て
す
る
な
ら
た
つ
の
市
」

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
な
く
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
に「
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く
」
と「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
つ
ら
つ
」を
新
設

し
、
保
健
師
や
家
庭
児
童
相
談
員
な
ど

専
門
的
な
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
子

育
て
に
係
る
幅
広
い
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

従
前
か
ら
、
高
校
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
、
中
学
生
の
給
食
費
無
償

化
、
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た

小
学
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
用
冷
却
背
当

て
パ
ッ
ド
の
配
布
、
妊
婦
教
室「
プ
レ

マ
マ
サ
ロ
ン
」
な
ど
多

彩
な
支
援
の
中
で
も
と

り
わ
け
好
評
な
の
が
、

出
産
を
祝
い
紙
お
む
つ

や
離
乳
食
な
ど
希
望
さ

れ
る
必
需
品
を
個
配
す

る「
は
つ
ら
つ
ベ
ビ
ー

ま
ご
こ
ろ
便
」。
こ
の

事
業
は
、
祝
品
の
配
達

を
通
し
て
、
子
育
て
経

験
の
あ
る
配
達
員
が
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
子
育
て
相
談
の
機
会
を
創
出
す

る
事
業
で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
健
診
や
予
防

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
子
育
て

情
報
の
配
信
、
妊
婦
検
診
や
子
ど
も
の

成
長
が
記
録
で
き
る
子
育
て
応
援
ア
プ

リ「
た
つ
の
こ
ナ
ビ
」の
運
用
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
県
内
産
木
材
を
使
っ
た

新
生
児
向
け
の
木
育
ベ
ビ
ー
ギ
フ
ト
の

贈
呈
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
び
の
環
境
整
備
も
進
め

て
お
り
、
よ
り
望
ま
し
い
規
模
で
学
習

が
受
け
ら
れ
る「
た
つ
の
市
新
宮
地
域

小
中
一
貫
校
」を
令
和
10
年
４
月
の
開

校
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
同

校
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
と
の

連
携
・
交
流
に
よ
っ
て
子
ど
も
の「
学

び
」と「
育
ち
」を
培
う
学
校
に
な
る
よ

う
開
校
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

よ
い
教
育
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

た
の
し　

た
つ
の
市　

 

輝
く
未
来
へ

　
「
み
ん
な
で
創
る
快
適
実
感
都
市
」の

実
現
に
は
、
市
民
の
方
々
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
、
現
場

で
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
本
市
で
は
平
成
29
年
か
ら「
市
長

対
話
広
場
」「
来
て
！
見
て
！
実
る
！
が

ん
ば
る
地
域
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

実
施
し
、
市
長
と
の
直
接
対
話
を
通
し

て
、
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
、
開
か

れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
に
延
べ
90
回
、１
０
０
０

名
を
超
え
る
方
々
と
対
話
を
重
ね
て
お

り
、
こ
の
声
が
必
ず
や
ま
ち
づ
く
り
の

宝
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

た
つ
の
市
は
令
和
７
年
10
月
１
日
を

も
っ
て
、
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。「
た
の
し　

た
つ
の
市　

輝
く
未

来
へ
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

た
つ
の
市
が
輝
き
、
包
摂
的
で
持
続
可

能
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
刻
々
と
変
化

す
る
社
会
の
潮
流
を
見
極
め
た
市
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

はつらつベビーまごころ便

たつの市長
山本　実

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

神戸市

たつの市

◆ 

面
積　
　

２
１
０
・
87
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
２
２
７
１
人

◆ 

世
帯
数　
３
万
１
４
８
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
で
創
る　

快
適
実

感
都
市
「
た
つ
の
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
海
・
山
・
川
が
織
り
な
す

豊
か
な
自
然
、
歴
史
と
文
化
が
香
る
、
市
民

が
主
役
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
１
日
、
龍

野
市
、
揖
保
郡
新
宮
町
、
揖
保
川
町
、
御
津

町
の
１
市
３
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
龍
野
醤
油
（
淡
口
醤
油
の
生
産

量
日
本
一
）、
手
延
素
麺
「
揖
保
乃
糸
」（
生

産
量
日
本
一
）、
皮
革
（
成
牛
革
の
生
産
枚

数
日
本
一
）、
揖
保
川
ト
マ
ト
、
牡
蠣
、
成

山
新
田
野
菜

〔
観
光
〕
龍
野
城
、
新
舞
子
浜
、
聚
遠
亭
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
町
並

み
、
賀
茂
神
社
、
室
津
の
町
並
み

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
龍
野
さ
く
ら
祭
、
龍
野
納
涼

花
火
大
会
、
た
つ
の
市
民
ま
つ
り
、
室
津
ふ

る
さ
と
祭
、
た
つ
の
市
皮
革
ま
つ
り
、
た
つ

の
市
梅
と
潮
の
香
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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わが
を
語
る

市
観
音
寺
市
に
つ
い
て

　

観
音
寺
市
は
、
香
川
県
の
西
端
部
に

あ
り
、
愛
媛
県
お
よ
び
徳
島
県
に
隣
接

す
る
と
と
も
に
、
四
国
の
真
ん
中
に
位

置
す
る
地
理
的
好
条
件
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
四
県
全
て
の
県

庁
所
在
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
１
時
間
程

度
と
移
動
が
容
易
で
あ
り
、
ま
さ
に
交

通
の
要
衝
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
令
和
８

年
春
の
完
成
を

め
ざ
し
四
国
横

断
自
動
車
道
に

新
た
な
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
「
観

音
寺
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ（
仮
称
）」

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
供
用
開
始
を

契
機
に
本
市
が
さ
ら
な
る
人
流
や
物
流

の
結
節
点
と
し
て
重
要
な
地
域
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
に
お
い
て
は
、
名
勝
琴
弾
公

園
内
の
有
明
浜
に
描
か
れ
た
東
西

１
２
２
ｍ
、
南
北
90
ｍ
、周
囲
３
４
５
ｍ

の
大
き
さ
を
ほ
こ
る
銭
形
砂
絵「
寛
永

通
宝
」
を
見
れ
ば
健
康
で
長
生
き
し
、

お
金
に
不
自
由
し
な
い
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
開

運
・
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
高
屋
神
社「
天
空

の
鳥
居
」な
ど
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
が
、
今
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に

向
け
て

　

少
子
高
齢
化
や
都
市
圏
へ
の
人
口
流

出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
に

あ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば

本
市
の
人
口
は
、
２
０
６
０
年
に
約
半

数
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
よ
う
に

人
口
が
減
少
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が

失
わ
れ
る
な
ど
将
来
に
不
安
を
抱
え
る

な
か
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口

を
創
出
し
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
起
爆
剤
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
新「
道
の
駅
」
の
建
設

で
す
。
私
は
、
先
述
の
思
い
か
ら
市
長

就
任
後
速
や
か
に
組
織
体
制
の
強
化
か

ら
始
め
、
令
和
７
年
２
月
に
は
整
備
の

た
め
の「
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
讃
岐
う
ど
ん
の
ダ
シ
に
欠

か
せ
な
い「
伊
吹
い
り
こ
」を
は
じ
め
、

レ
タ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
梨
な
ど
豊

富
な
農
水
産
物
を
生
産
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新「
道
の
駅
」に
は
、
地
産
地
消

に
こ
だ
わ
っ
た
食
事
を
提
供
す
る
フ
ー

「
ワ
ク
ワ
ク・ド
キ
ド
キ
」が
詰
ま
っ
た

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
を
め
ざ
し
て

観か
ん
お
ん
じ

音
寺
市（
香
川
県
）�

 

観
音
寺
市
長
　
佐さ

え

き伯
明あ

き
ひ
ろ浩

4

銭形砂絵「寛永通宝」

高屋神社「天空の鳥居」

観音寺スマートインターチェンジ（仮称）位置図
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ド
コ
ー
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
加
え
、
新

鮮
な
地
元
産
品
を
取
り
そ
ろ
え
た
マ
ル

シ
ェ
や
地
元
事
業
者
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
本
市
の
魅
力
を
存
分

に
満
喫
で
き
る
仕
掛
け
を
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
遊
べ
る
屋
外
大
型
遊
具
、

雨
天
時
で
も
親
子
で
遊
べ
る
大
屋
根
広

場
や
屋
内
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
子
育
て
支
援
の
機
能
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
四
国
の
真
ん

中
に
所
在
す
る
優
位
性
を
生
か
し
て
、

四
国
内
の
ど
こ
で
災
害
が
発
生
し
て
も

救
助
隊
な
ど
の
速
や
か
な
派
遣
が
で
き

る
よ
う
、
自
衛
隊
な
ど
緊
急
車
両
の
乗

り
入
れ
を
可
能
と
し
、
か
つ
防
災
資
機

材
の
一
時
保
管
所
と
し
て
も
利
用
で
き

る
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
持
た
せ

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
が
で
き
、市
外

か
ら
の
訪
問
客
が
何
度

も
訪
れ
た
く
な
る
四
国

地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
し
て
、に
ぎ
わ
い
と
活

力
の
好
循
環
を
生
み
出

す
中
四
国
最
大
級
の
道

の
駅
を
め
ざ
し
て
、強
力

に
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
う

　

国
に
お
い
て
は
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発

足
し
、あ
ら
ゆ
る
方
針
・
施
策
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
が
、本
市
に
お
い
て
も
子
育

て
世
帯
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
か
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰

が
高
止
ま
り
す
る
な
か
、子
育
て
世
帯
へ

の
家
計
負
担
の
軽
減
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
て
第
３

子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
や
給
食
費

の
一
部
補
助
に
加
え
、お
む
つ
な
ど
乳
児

に
か
か
る
費
用
を
軽
減
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、乳
児
が
１

歳
を
迎
え
る
ま
で
毎
月
２
千
円
分
の
子

育
て
応
援
券
を
紙
媒
体
ま
た
は
電
子
チ

ケ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か
で
、年
間
２
万
４
千

円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度

か
ら
は
交
付
額
を
倍
増
し
、
さ
ら
な
る

負
担
の
軽
減
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
も
こ
れ
ま
で
複
数
の
部

署
で
行
っ
て
い
た
相
談
窓
口
の
一
元
化

を
図
る
べ
く
組
織
体
制
を
見
直
し
、
伴

走
型
で
の
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

母
子
健
康
手
帳
と
子
育
て
情
報
を
発
信

す
る
機
能
を
備
え
た
子
育
て
ア
プ
リ
を

導
入
し
て
、
保
護
者
な
ど
の
不
安
に
寄

り
添
う
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
全
体
で
教
育
を
支

え
、
か
つ
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
給
食
に
地
元

食
材
を
使
用
す
る「
か
ん
お
ん
じ
デ
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
産
の
食
材

の
調
達
に
よ
り
市
内
経
済
を
応
援
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
料
理

や
生
産
者
等
へ
の
親
し
み
を
醸
成
す
る

試
み
と
し
て
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
市
は
、
新
市
発
足
後
、
本
年
で
20

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、
先
人
よ
り
受
け
継
い

だ
多
様
な
伝
統
文
化
や
こ
こ
に
住
む

人
々
の
営
み
を
次
代
に
受
け
継
い
で
い

く
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
節

目
の
年
を
全
て
の
市
民
と
と
も
に
祝

い
、
か
け
が
え
の
な
い
故
郷
の
末
永
い

繁
栄
を
願
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド

キ
す
る
施
策
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

新「道の駅」整備イメージ鳥瞰図

◆ 

面
積　
　

１
１
７
・
83
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
６
３
６
１
人

◆ 

世
帯
数　
２
万
５
８
２
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ん
な
で
奏
で
る
〝
に
ぎ

わ
い�

や
す
ら
ぎ�

と
き
め
き
〟
の
都ま

ち市　

～
元
気
印
の
か
ん
お
ん
じ
～

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
銭
形
砂
絵
「
寛
永
通
宝
」

や
豊
稔
池
堰
堤
な
ど
の
壮
大
な
造
形
物
を
誇

り
、
金
運
の
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
11
日
、
観

音
寺
市
、
大
野
原
町
、
豊
浜
町
の
１
市
２
町

が
合
併

〔
特
産
品
〕
伊
吹
い
り
こ
、
練
り
物
（
蒲
鉾

な
ど
）、
レ
タ
ス
な
ど
野
菜
、
梨
、
清
酒
、
麹
、

綿
製
品
、
オ
ム
ツ
な
ど
衛
生
用
品

〔
観
光
〕
銭
形
砂
絵
「
寛
永
通
宝
」、
豊
稔
池

堰
堤
、
天
空
の
鳥
居
（
高
屋
神
社
）、
天
空

の
ブ
ラ
ン
コ
、
一
の
宮
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ち
ょ
う
さ
祭
り
、
銭
形
ま
つ

り
、
萩
ま
つ
り
、
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
選
手
権
、
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

観音寺市長
佐伯明浩

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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